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12 月 定 例 会

【
阪
南
市
留
守
家
庭
児
童
会

�

条
例
の
一
部
改
正
】

　

留
守
家
庭
児
童
会
は
、
保
護
者
が
労
働
等

の
事
由
に
よ
り
、
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童

に
対
し
、
適
切
な
遊
び
及
び
生
活
指
導
の
場

を
提
供
し
、
も
っ
て
そ
の
児
童
の
健
全
な
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
す
る
も
の
で

あ
り
、
本
市
で
は
、
市
内
８
つ
の
公
立
小
学

校
の
全
校
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
留
守
家
庭
児
童
会

運
営
事
業
に
対
す
る
国
の
運
営
費
の
負
担
の

考
え
方
及
び
本
市
の
使
用
料
・
手
数
料
に
関

す
る
基
本
指
針
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。

　

事
業
費
に
占
め
る
受
益
者
負
担
の
適
正
化
、

さ
ら
に
、
近
隣
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え
て

の
本
市
の
支
援
員
等
の
処
遇
改
善
に
必
要
な

原
資
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
充
実
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
、
留
守
家
庭
児
童
会
の
保
育
料
の

額
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
議
案
は
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
へ
付

託
し
ま
し
た
。
本
会
議
及
び
委
員
会
に
お
け

る
主
な
質
疑
・
答
弁
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　

基
本
指
針
に
お
け
る
留
守
家
庭
児
童

会
の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
、
50
対
50
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
推
進
室
長
大
阪
府
と
国
の

補
助
金
を
３
分
の
１
ず
つ
い
た
だ
い
て
、
国

府
・
市
の
負
担
を
含
め
て
50
％
、
受
益
者
負

担
を
50
％
と
位
置
付
け
て
い
る
。

委
員

　
　
　

前
回
の
料
金
改
定
の
議
事
録
で
は
、

阪
南
市
と
利
用
者
で
50
対
50
の
金
額
を
設
定

し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
い
か
が
か
。

生
涯
学
習
推
進
室
長
こ
れ
ま
で
無
料

で
あ
っ
た
も
の
を
平
成
16
年
に
有
料
化
と
し

た
。
当
時
指
針
は
定
め
て
い
な
い
が
、
一
定

保
護
者
の
負
担
抑
制
の
観
点
か
ら
国
・
府
の

補
助
金
を
控
除
し
た
料
金
改
定
を
行
っ
た
。

今
回
の
改
定
で
は
、
現
在
の
保
育
料
や
利
用

人
数
で
今
後
の
継
続
性
を
考
え
た
と
き
、国
・

府
の
補
助
金
も
含
ん
だ
公
費
負
担
50
、
受
益

者
負
担
50
を
目
標
に
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

　
　
　

公
共
料
金
等
適
正
化
審
議
会
で
所
得

が
減
少
し
て
い
る
家
庭
に
、
も
っ
と
配
慮
す

る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
い
る
が
、
対

応
策
の
見
解
を
伺
う
。

生
涯
学
習
推
進
室
長
現
時
点
に
お
い

て
は
、
収
入
と
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

減
額
免
除
を
行
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
起

こ
っ
た
時
か
ら
は
所
得
の
減
収
状
況
等
を
見

て
、
必
要
に
応
じ
て
減
免
が
行
え
る
よ
う
、

指
定
管
理
者
と
協
議
し
て
い
る
。

委
員

委
員

第4回
定例会

留守家庭児童会留守家庭児童会
保育料改正の条例改正保育料改正の条例改正
ー賛成多数で可決ーー賛成多数で可決ー

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
を
11
月
30
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
６
件
を
は
じ
め
、
条
例
制
定
２
件
及
び
条
例
改
正
２
件
等
を
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
。

条
例
改
正
１
件
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、議
会
か
ら
提
出
し
た
議
会
議
案
２
件
及
び
決
議
１
件
は
全
会
一
致
で
可
決
。
意
見
書
３
件
は
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

条
　
例
　
改
　
正

【現行】

【改定】

月額５，２００円

月額６，２００円

月額６，２００円
保育料（月～金曜日）

保育料（月～金曜日）

保育料（月～土曜日）

保育料（月～土曜日）
月額７，２００円
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値
上
げ
後
、
受
益
者
負
担
率
と
公
費

負
担
率
が
近
隣
市
町
と
比
較
し
て
ど
う
な
る

の
か
。

生
涯
学
習
推
進
室
長
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
が
少
な
い
平
成
31
年
度
時
点

に
お
い
て
、
本
市
の
公
費
負
担
が
71
・
４
％
、

近
隣
市
の
平
均
が
66
・
５
％
。
今
回
の
改
正

に
よ
り
約
４
％
の
改
善
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　

今
回
の
値
上
げ
が
、
支
援
員
等
を
確

保
す
る
上
で
ど
う
い
っ
た
効
果
が
生
み
出
さ

れ
る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
推
進
室
長
支
援
員
の
時
給

単
価
を
近
隣
自
治
体
に
近
づ
け
、
他
自
治
体

へ
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
で
、
安
全
安
心
な
保

育
環
境
と
持
続
可
能
な
運
営
体
制
を
構
築
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

委
員

委
員

　
　
　

３
月
に
制
定
さ
れ
た
第
２
期
総
合
戦

略
で
子
育
て
世
代
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
、
次
期
総
合
計
画
に
お
い
て
も
子
育
て
し

や
す
い
阪
南
市
を
目
指
す
中
、
本
改
正
は
共

働
き
の
家
庭
や
ひ
と
り
親
家
庭
等
、
公
共
が

手
を
差
し
伸
べ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
家
庭
へ

の
負
担
と
な
る
。
財
政
非
常
事
態
宣
言
中
と

は
い
え
、
何
故
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
か
。

生
涯
学
習
部
長
基
本
指
針
の
中
で
３

年
に
一
度
検
証
し
て
、
必
要
な
場
合
は
見
直

し
す
る
と
し
て
い
る
。
行
財
政
構
造
改
革
プ

ラ
ン
の
取
組
等
も
種
々
検
討
し
、
何
と
か
留

守
家
庭
児
童
会
の
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
可
能
な

も
の
と
し
て
維
持
す
る
考
え
に
至
っ
た
。

討
　
　
　
　
論

【
原
案
に
反
対
の
討
論
】

　

行
財
政
改
革
に
対
し
て
反
対
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
改
訂

版
に
は
、
留
守
家
庭
児
童
会
の
取
組
と
し
て

「
効
率
的
な
事
務
執
行
」
と
あ
り
、「
受
益
者

負
担
の
値
上
げ
」
と
は
ま
っ
た
く
違
う
。

　

ま
た
、
支
援
員
の
処
遇
改
善
に
お
い
て
も

率
先
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
、
タ
イ
ミ

ン
グ
と
し
て
は
、
１
年
９
カ
月
前
の
指
定
管

理
者
の
決
定
時
で
あ
り
、
５
年
の
期
間
で
事

業
を
進
め
て
い
る
今
で
は
な
い
。

　

も
の
ご
と
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
示

し
、
優
先
順
位
を
し
っ
か
り
確
認
し
な
が
ら
、

一
つ
一
つ
市
民
説
明
を
丁
寧
に
行
い
、
プ
ロ

議
員

セ
ス
を
重
要
視
し
て
進
め
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
、
本
改
正
に
反
対
す
る
。

【
原
案
に
賛
成
の
討
論
①
】

　

本
改
正
は
、
留
守
家
庭
児
童
会
の
持
続
可

能
な
運
営
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
必
要
な

支
援
員
等
の
安
定
的
な
確
保
に
大
い
に
効
果

を
発
揮
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。

　

ま
た
、
世
帯
所
得
と
児
童
人
数
に
応
じ
た

保
育
料
の
減
額
及
び
免
除
に
加
え
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
所
得
減
少
等
で
保
育
料
の
支
払
い

困
難
世
帯
に
減
免
を
適
用
で
き
る
よ
う
、
柔

軟
な
対
応
を
指
定
管
理
者
と
調
整
す
る
な
ど
、

保
護
者
へ
配
慮
し
て
い
る
点
も
評
価
し
、
賛

成
す
る
。

【
原
案
に
賛
成
の
討
論
②
】

　

本
改
正
は
、
激
変
緩
和
と
し
て
段
階
的
な

措
置
と
し
た
こ
と
は
特
に
評
価
す
る
。

　

ま
た
、
料
金
改
定
を
行
う
一
方
、「
Ｗ
ｉ

︲
Ｆ
ｉ
環
境
整
備
」
や
「
感
染
症
対
策
」
と

し
て
臨
時
的
に
予
算
措
置
し
た
こ
と
も
高
く

評
価
す
る
。

　

公
民
の
役
割
分
担
に
お
い
て
は
、
指
定
管

理
者
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
中
長
期
的
に

は
実
施
手
法
に
つ
い
て
も
検
討
い
た
だ
く
よ

う
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
家
庭
の

経
済
状
況
の
急
変
へ
柔
軟
か
つ
寄
り
添
っ
た

対
応
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

◎
賛
成
多
数
で
可
決

賛否が分かれた議案

福
田
　
雅
之

山
本
　
　
守

二
神
　
　
勝

百
々
　
麻
希

山
本
　
光
男

渡
辺
　
秀
綱

角
野
　
信
和

中
村
　
秀
人

畑
中
　
　
譲

上
甲
　
　
誠

見
本
　
栄
次

岡
　
や
よ
い

浅
井
　
妙
子

岩
室
　
敏
和

結
果

阪南市留守家庭児童会条例の一部を改正す
る条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長
可
決

� ○：賛成　×：反対
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第４回定例会にて可決・承認した議案等一覧第４回定例会にて可決・承認した議案等一覧
・専決処分事項の承認を求めることについて（専決第25
号）
　〔令和３年度阪南市一般会計補正予算（第８号）〕
・人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることにつ
いて
・指定管理者の指定について
・指定管理者の指定について
・阪南市立学校のあり方検討委員会条例制定について
・阪南テレワークステーション条例制定について
・阪南市立図書館条例の一部を改正する条例制定について
・阪南市留守家庭児童会条例の一部を改正する条例制定に
ついて
・阪南市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定につ
いて
・阪南市の埋蔵文化財行政に関する事務を泉佐野市に委託
することに関する協議について
・泉佐野市、泉南市、阪南市、熊取町、田尻町及び岬町に
おける広域福祉課の共同設置に関する規約の変更に係る
協議について
・令和３年度阪南市一般会計補正予算（第９号）

・令和３年度阪南市国民健康保険特別会計補正予算（第２
号）

・令和３年度阪南市介護保険特別会計補正予算（第３号）
・令和３年度阪南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
２号）

・令和３年度阪南市下水道事業会計補正予算（第１号）
・専決処分事項の報告について
〔専決第21号〕損害賠償の額を定め、和解することにつ
いて

・専決処分事項の報告について
　〔専決第22号〕損害賠償の額を定め、和解することにつ
いて

・専決処分事項の報告について
　〔専決第23号〕損害賠償の額を定め、和解することにつ
いて

・専決処分事項の報告について
　〔専決第24号〕損害賠償の額を定め、和解することにつ
いて

・令和３年度阪南市一般会計補正予算（第10号）

名　　　　　称 定員 現数 氏　　　　　　　　　　名

駅 周 辺 整 備
特 別 委 員 会

７ ７
◎福田雅之	 〇見本栄次	 二神　勝	 山本光男
　角野信和	 　中村秀人	 浅井妙子

子 育 て 拠 点 整 備
特 別 委 員 会

７ ７
◎浅井妙子	 〇渡辺秀綱	 山本　守	 百々麻希
　畑中　譲	 　上甲　誠	 岡　やよい

※◎委員長　○副委員長　議長は全ての委員会に出席する

阪南市議会委員会等構成表
特別委員会委員� 令和３年12月21日現在

駅及び駅周辺の整備について、調査と審査を行う
『駅周辺整備特別委員会』を設置しました。

子育て拠点整備について、調査と審査を行う
『子育て拠点整備特別委員会』を設置しました。
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意見書意見書意見書意見書 を採択し、国等に送付しました。

また、決議書を可決しました。

○大阪府立泉鳥取高校存続を求める意見書（全会一致）
≪要旨≫
　本年８月３０日、大阪府教育委員会は、泉鳥取高校を含む３つの府立高校を令和５年度から募集停止す
ると発表し、泉鳥取高校をりんくう翔南高校と統合する再編整備案が示されている。
　泉鳥取高校は、阪南市唯一の府立高校であり、これまで多くの卒業生を世に送り出し、大阪南部、特
に泉州地域の地域経済や産業、地域振興を支えている。また、近年は地域と連携した取組も進められて
おり、教育を通し地域振興やシビックプライドの醸成にも貢献されている。本市のまちづくりにおいて
も若い世代が集う貴重な共創パートナーであり、人材育成だけではなく地域振興をはじめとした、本市
の目指す「共創のまちづくり」に必要不可欠な存在である。
　そのため、地元にとってかけがえのない泉鳥取高校の廃校は、容認することができず、大阪府教育委
員会におかれては、ぜひとも再考されることを強く要望する。

○女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准に向けた環境整備を求める意見書（全会一致）
≪要旨≫
　１９７９年、国連はあらゆる分野で女性が性に基づく差別を受けない権利と平等を保障する女性差別撤廃
条約を採択し、日本は１９８５年、この条約を批准した。
　しかし、日本は男女格差を測る「ジェンダーギャップ指数２０２１」が１５６ヵ国中１２０位に位置している。
新型コロナウイルスの感染拡大で非正規職員の雇止めをはじめ、特に女性への影響が大きい。女性差別
撤廃条約が採択されて４０年を超え、女性に対する差別を撤廃し、男女平等社会を実現するためのさらな
る施策が急務となっている。
　よって、国においては、女性差別撤廃条約選択議定書の批准に向け、我が国の司法制度や立法政策と
の関連課題等が解決されるよう環境整備を求める。

○沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう求める意見書（全会一致）
≪要旨≫
　沖縄戦では、一般住民を巻き込んだ地上戦が行われ、多くの尊い生命が失われた。
　生き残られた県民の方々は、終戦後いち早く、激戦区となった糸満市や八重瀬町など、南部地域から
戦没者の収骨を進め、魂魄の塔をはじめ慰霊碑を次々と建立し、戦没者の霊を弔ってこられた。
　しかしながら、いまだ、完全に収骨を終わっておらず、戦後７６年経過した今でも、戦没者の収骨が行
われている。
　さきの大戦で犠牲になられた方々の遺骨の入った土砂を埋立てに使用することは、人道上許されるこ
とではない。
　よって、国においては、沖縄戦の戦没者の遺骨等が混入している南部地域の土砂は、あらゆる埋立て
に使用しないこと。日本で唯一、住民を巻き込んだ地上戦があった沖縄の事情に鑑み、「戦没者の遺骨
収集の推進に関する法律」により、日本政府が主体となって戦没者の遺骨収集を実施することを強く求
める。

○北朝鮮による日本人拉致問題に対する理解を深めるための取組みを推進する決議（全会一致）
≪要旨≫
　１９４０年代後半から２０００年以降にかけ、多くの日本人が不自然な形で行方不明となり、日本の当局によ
る捜査や亡命北朝鮮工作員の証言により、これらの事件は北朝鮮による拉致の疑いが濃厚であることが
明らかになった。
　北朝鮮による日本人拉致問題は、我が国の主権及び国民の生命と安全に関わる重大な問題であり、解
決のためには、世論の一層の喚起が不可欠であり、特に若い世代に拉致問題は歴史ではなく、現在進行
形の人権侵害かつ犯罪行為であることへの理解促進を図ることが重要である。
　よって、阪南市議会は、アニメ「めぐみ」の上映、「北朝鮮人権侵害問題啓発週間作文コンクール」
への参加等、北朝鮮による日本人拉致問題に対する理解を深め、一日も早い拉致被害者全員の救出に向
けて取組みを推進する。
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個 人 質 問

11人の議員が個人質問を行いました。
その主な内容を掲載します。

第４回
定例会

一 般 質 問一 般 質 問

　
　

令
和
３
年
３
月
策
定
の
阪
南
市
第
２
期

総
合
戦
略
に
お
け
る
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

目
線
で
み
る
子
育
て
環
境
、
教
育
環
境
、
加

え
て
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
商
工
業
、

農
水
産
業
、
観
光
、
及
び
住
民
自
治
に
つ
い

て
問
う
。
ま
た
、
今
回
、
留
守
家
庭
児
童
会

の
値
上
げ
を
行
う
議
案
が
上
程
さ
れ
て
い
る

が
、
子
育
て
世
代
に
選
ん
で
も
ら
え
る
阪
南

市
を
目
指
す
中
、
ま
た
、
各
計
画
に
子
育
て

し
や
す
い
阪
南
市
を
う
た
う
中
、
な
ぜ
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
値
上
げ
な
の
か
。

問

　
　

第
２
期
総
合
戦
略
に
お
け
る
メ
イ
ン
タ	

ー
ゲ
ッ
ト
は
「
子
育
て
世
代
」
で
、
策
定
中

の
次
期
総
合
計
画
で
も
「
子
ど
も
が
地
域
で

育
ち
・
支
え
合
う
ま
ち
」
を
重
点
基
本
方
針

の
一
つ
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
事
業
に
お

い
て
も
、
市
の
子
育
て
施
策
に
お
け
る
魅
力

発
信
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。
留
守
家
庭
児

童
会
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
国
の
運
営
費
の

負
担
の
考
え
方
、
市
の
使
用
料
・
手
数
料
に

関
す
る
受
益
者
負
担
の
適
正
化
等
を
踏
ま
え
、

持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

答

阪
南
市
第
２
期
総
合
戦
略
に
お
け
る
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
目
線
で
み
る
子
育
て
環
境
等
に
つ
い
て
問
う
。

第
２
期
総
合
戦
略
に
お
け
る
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
「
子
育
て

世
帯
」で
あ
り
、子
育
て
施
策
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
む
。（
市
長
）

上甲　誠

総合戦略メインターゲット目線でみる
阪南市の将来ビジョンについて

ケアラー支援の事業拡充について

　
　

一
人
で
悩
み
我
慢
さ
れ
て
い
る
ケ
ア

ラ
ー
の
方
の
問
題
が
あ
り
、
自
ら
手
を
挙
げ

て
家
族
会
や
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
に
参
加
で

き
な
い
方
が
お
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
孤
立

し
て
し
ま
う
ケ
ア
ラ
ー
の
方
、
特
に
精
神
的

に
う
つ
に
あ
る
よ
う
な
リ
ス
ク
の
高
い
ケ
ア

ラ
ー
を
ど
う
探
し
出
し
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
り
、
社
会
全
体

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
負
担
を
軽
減
し
て
い

く
か
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
市
の
ケ

ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

問

　
　

現
在
の
阪
南
市
介
護
者
（
家
族
）
の
会

や
認
知
症
カ
フ
ェ
だ
け
で
な
く
、
相
談
業
務

の
充
実
や
関
係
団
体
、
専
門
職
団
体
と
の
協

力
、
連
携
を
強
化
し
既
存
事
業
の
拡
充
を
検

討
し
て
い
く
。
今
後
も
さ
ら
な
る
周
知
、
広

報
に
努
め
、
誰
も
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
し
な
い

ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制
を
構
築
し
、
介
護
者
の

献
身
的
、
精
神
的
負
担
軽
減
に
努
め
る
。
ま

た
、
介
護
者
と
支
援
す
る
人
が
つ
な
が
る
仕

組
み
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、「
ケ
ア
ラ
ー

手
帳
」
の
調
査
研
究
を
進
め
て
参
る
。

答

認
知
症
の
介
護
を
し
て
い
る
家
族
、
一
人
で
悩
ん
で
お

ら
れ
る
介
護
者
（
ケ
ア
ラ
ー
）
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

相
談
業
務
の
充
実
、
専
門
職
団
体
な
ど
と
の
協
力
や
連
携
強
化
な
ど
、
誰
も
ひ
と

り
ぼ
っ
ち
に
し
な
い
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。（
健
康
福
祉
部
長
）

福田　雅之

ケアラーとは 
こころやからだに不調のある人の

「介護」「看病」「療育」「世話」「気づ

かい」など、ケアの必要な家族や近

親者、友人、知人などを無償でケア

する人のことです。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

が
ん
予
防
に
つ
い
て
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　1

日	

会
派
代
表
者
会

	

泉
州
南
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

２
日	

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
全
員
協
議

会
・
議
員
定
数
等
調
査
委
員
会

	

南
部
市
議
会
議
長
会
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト

意
見
交
換
会

8
日	

議
会
広
報
編
集
委
員
会

１１
日	

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
総
会

１６
日	

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
定
例
会

１９
日	

議
員
連
絡
会

	

南
部
市
議
会
議
長
会
総
会

２５
日	

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
改
革
推
進
検

討
会

３０
日	

第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
）・
議
会
運

営
委
員
会

　
　1

日	

第
４
回
定
例
会
（
２
日
目
）

2
日	

第
４
回
定
例
会
（
３
日
目
）

７
日	

総
務
事
業
常
任
委
員
会

８
日	

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

１４
日	

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
改
革
推
進
検

討
会

２１
日	

第
４
回
定
例
会
（
最
終
日
）・
議
員
連

絡
会
・
全
員
協
議
会

２２
日	

泉
南
清
掃
事
務
組
合
議
会
定
例
会

11
月

12
月

　
　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
の
出
産
は
、

本
当
に
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
の
出
産
だ
っ

た
と
思
う
。
今
は
だ
い
ぶ
緩
和
さ
れ
た
よ
う

だ
が
、
立
ち
合
い
出
産
の
制
限
や
、
授
乳
室

で
も
一
人
、
と
い
う
状
況
は
、
た
だ
で
さ
え

孤
独
な
出
産
・
産
後
の
時
期
を
考
え
る
と
、

乳
幼
児
を
連
れ
て
い
る
方
に
出
会
う
た
び
に
、

「
大
変
な
中
、
よ
く
出
産
し
て
く
れ
た
ね
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。
そ
ん
な
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
子
ど
も
を
産
ん
だ
方
へ
の
支
援
と
し

て
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
た
か
？

問

　
　

阪
南
市
商
工
会
が
発
行
す
る
は
ん
な
ん

共
通
商
品
券
を
活
用
し
、
妊
産
婦
１
人
に
つ

き
１
万
円
を
交
付
。
対
象
者
は
本
年
１
月
１

日
に
お
い
て
本
市
に
住
所
を
有
し
、
令
和
２

年
10
月
２
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
出
産
し

た
方
と
本
年
１
月
１
日
時
点
で
妊
娠
し
て
い

る
方
で
あ
る
。
妊
婦
か
ら
は
感
染
予
防
対
策
、

発
熱
時
の
対
応
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
保
健
師
は
正
し

い
情
報
を
伝
え
、
妊
婦
の
不
安
軽
減
に
努
め

必
要
に
応
じ
適
切
な
支
援
を
し
て
参
る
。

答

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
子
ど
も
を
産
ん
だ
方
へ
の
支
援
と
し

て
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
た
か
。

妊
産
婦
を
対
象
に
、
阪
南
市
商
工
会
が
発
行
す
る
商
品
券
を
妊

産
婦
１
人
に
つ
き
１
万
円
の
交
付
を
行
っ
た
。（
健
康
福
祉
部
長
）

浅井　妙子

少子化対策としての「子育て
支援」への意識について

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

コ
ロ
ナ
禍
の
子
ど
も
た
ち
の
育
ち

に
つ
い
て
の
課
題
と
今
後

○�

行
政
と
市
民
を
つ
な
ぐ
中
間
支
援

組
織
に
つ
い
て
の
課
題
と
今
後

（仮称）信達郷共有林野組合森林
復旧景観事業の現状について

　
　

泉
南
市
域
で
計
画
さ
れ
て
い
る（
仮
称
）

信
達
郷
共
有
林
野
組
合
森
林
復
旧
景
観
事
業

に
つ
い
て
、
事
業
者
に
よ
る
、
阪
南
市
住
民

を
対
象
と
し
た
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大

量
の
大
型
ダ
ン
プ
カ
ー
が
通
学
路
・
生
活
道

路
を
通
過
す
る
こ
と
、
自
然
環
境
へ
の
影
響

な
ど
様
々
な
分
野
に
わ
た
り
、
市
民
か
ら
多

く
の
意
見
が
出
た
。
事
業
者
・
大
阪
府
に
対

し
て
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、

当
該
事
業
計
画
の
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

　
　

泉
南
市
域
で
予
定
さ
れ
て
い
る
本
事
業

は
、
大
阪
府
土
砂
埋
立
て
等
の
規
則
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
申
請
手
続
、
許
可
、
規

制
等
に
つ
い
て
行
わ
れ
、
事
業
者
は
周
辺
住

民
に
説
明
会
を
開
催
す
る
義
務
が
あ
る
。
今

回
の
説
明
会
で
は
、
府
へ
の
聞
き
取
り
で
は
、

現
段
階
で
事
業
全
体
の
概
要
が
定
ま
っ
て
お

ら
ず
、
条
例
に
基
づ
い
た
説
明
会
と
し
て
認

め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
住
民
説
明
会
で

市
民
か
ら
出
さ
れ
た
多
く
の
意
見
を
事
業
者

で
協
議
検
討
し
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

答

泉
南
市
域
で
計
画
さ
れ
て
い
る
（
仮
称
）
信
達
郷
共
有

林
野
組
合
森
林
復
旧
景
観
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

住
民
説
明
会
で
市
民
か
ら
出
さ
れ
た
多
く
の
意
見
を
、
現
在
事
業

者
の
中
で
協
議
検
討
し
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。（
市
民
部
長
）

山本　光男

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

安
心
・
安
全
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
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２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催

や
大
阪
舞
洲
、
和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
に

誘
致
が
進
め
ら
れ
る
Ｉ
Ｒ
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

の
イ
ン
パ
ク
ト
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ

う
、
総
合
計
画（
素
案
）で
阪
南
市
が
示
し
た

市
内
の「
観
光
拠
点
」と
そ
れ
ら
を
繋
ぐ「
観

光
連
携
軸
」
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
民
間
の

活
力
と
そ
の
先
端
技
術
を
導
入
し
、
外
国
人

旅
行
者
の
需
要
も
見
据
え
た
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
モ
デ
ル
都
市
を
目
指
す
に
相
応
し
い

成
長
戦
略
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
？

問

　
　

去
る
８
月
、
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
の

「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ　

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
共

創
パ
ー
ト
ナ
ー
に
全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け

て
登
録
。
里
山
里
海
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
環
境

保
全
活
動
な
ど
、
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
に

取
り
組
む
複
数
の
企
業
等
か
ら
連
携
の
話
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
11
月
に
は
大
阪
府
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
関
連
事
業
で
Ａ
Ｉ
健
康
ア
プ

リ
の
実
証
実
験
を
開
始
し
た
。
民
間
企
業
と

の
共
創
連
携
を
深
め
、
地
域
経
済
の
発
展
と

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
を
進
め
て
参
る
。

答

外
国
人
旅
行
者
の
需
要
も
見
据
え
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
モ
デ
ル
都

市
を
目
指
す
に
相
応
し
い
成
長
戦
略
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

民
間
企
業
と
共
創
連
携
を
深
め
、
地
域
経
済
の
発
展
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
を
進
め
て
参
る
。（
未
来
創
生
部
長
）

渡辺　秀綱

大阪関西万博の開催等を見据えた観光産業分野に
おける阪南市の成長戦略について

　
　

阪
南
市
は
人
口
減
少
問
題
に
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
女
性
の
晩
婚
化
、
晩

産
化
を
要
因
と
す
る
不
妊
治
療
不
育
治
療
で

悩
む
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。
不
妊
治
療
不

育
治
療
は
、
自
費
治
療
で
あ
り
治
療
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
離
職
率
も
高
く
精
神

的
に
追
い
詰
め
ら
れ
や
す
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
令
和
４
年
４
月
か
ら
、
不
妊
治
療
不
育
治

療
の
一
部
が
保
険
適
応
に
な
る
。
不
妊
治
療

不
育
治
療
に
つ
い
て
の
阪
南
市
の
取
組
み
と

今
後
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
問
う
。

問

　
　

不
妊
不
育
治
療
費
助
成
事
業
の
対
象
者

は
、
複
数
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
、

医
師
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
対
象
者
に
実

施
さ
れ
る
不
妊
治
療
等
で
あ
る
。
但
し
、
大

阪
府
の
特
定
治
療
支
援
事
業
の
不
妊
治
療
等

は
除
く
。
申
請
は
１
年
度
に
つ
き
１
回
、
助

成
額
は
１
人
に
つ
き
５
万
円
が
上
限
、
同
一

対
象
者
の
助
成
回
数
は
１
子
ご
と
に
通
算
６

回
が
限
度
。
子
ど
も
が
ほ
し
い
方
々
の
気
持

ち
に
寄
り
添
い
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
で
き

る
よ
う
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
て
参
る
。

答

人
口
減
少
問
題
へ
の
取
組
と
し
て
阪
南
市
の
不
妊
治
療

不
育
治
療
へ
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

不
妊
不
育
治
療
費
助
成
事
業
の
実
施
を
は
じ
め
、
経
済
的
負
担
の

軽
減
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
検
討
し
て
参
る
。（
健
康
福
祉
部
長
）

百々　麻希

阪南市における不妊治療、
不育治療の取組みについて

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
（
改
訂

版
）
に
つ
い
て

○�

次
世
代
へ
の
教
育
投
資
に
つ
い
て

令和

請
願
・
陳
情
の
出
し
方

　

請
願
書
、
陳
情
書
の
書
き
方
、
留
意

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
…�

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
そ
の
件
名
、

要
旨
及
び
理
由
を
簡
単
に
、
わ
か

り
や
す
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。

②
…�

提
出
年
月
日
、
提
出
者
の
住
所
を

記
載
し
、
提
出
者
が
署
名
ま
た
は

記
名
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

③
…�

請
願
書
は
１
人
以
上
の
紹
介
議
員

が
必
要
で
、
表
紙
に
署
名
ま
た
は

記
名
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

④
…�

紹
介
議
員
が
な
い
と
き
は
、
陳
情

書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
…�

道
路
等
は
簡
単
な
略
図
・
図
面
等

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※�

請
願
・
陳
情
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情

報
（
住
所
、
氏
名
等
）
に
つ
い
て
は
、

会
議
録
等
へ
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
行
政

文
書
と
し
て
情
報
公
開
の
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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「定例会及び委員会の録画映像」を見ることができます。
　市議会のウェブサイトでは、次回定例会のご案内や一般質問通告書、議決結果表、議会だより、
定例会の「録画映像」等を掲載しています。
　また、「会議録検索システム」を市議会ウェブサイトに搭載しています。これにより、本会議
での内容を記録した「会議録」、委員会での内容を記録した「委員会録」を
インターネットを通じてご覧いただけるようになっています。
　市議会ウェブサイトには、阪南市ホームページ下段にある「阪南市議会」
のボタンをクリックしていただくとアクセスできます。
　多くのアクセスをお待ちしています。

　
　

新
事
業
で
の
「
地
域
づ
く
り
支
援
」
に

つ
い
て
、
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
巻
き
込
ん
で
居
場
所
を
は
じ
め
と
す
る

多
様
な
場
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
支
援
す
る
。
福
祉
に
準
ず
る

と
こ
ろ
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
中
で
支
え
合

う
仕
組
み
を
つ
く
る
機
能
が
あ
る
。
交
流
・

参
加
・
学
び
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
つ
な
が

り
や
参
加
の
支
援
が
「
地
域
づ
く
り
支
援
」

で
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

問
　
　

本
年
９
月
に
「
行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ

ン
（
改
訂
版
）」
が
、
決
定
し
た
。
15
年
の

ロ
ン
グ
ス
パ
ン
で
あ
る
こ
と
。
一
度
も
実
質

収
支
の
赤
字
の
年
度
が
な
い
こ
と
。
さ
ら
に

財
政
非
常
事
態
宣
言
の
解
除
の
条
件
を
明
示

し
た
こ
と
。
が
、
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

い
か
に
良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
か
ど
う

か
が
、
行
革
の
成
否
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
て
行
革
を
進

め
て
行
く
の
か
、
推
進
体
制
と
進
捗
管
理
に

つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方
を
問
う
。

問

　
　

参
加
支
援
で
は
個
別
性
の
高
い
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
た

め
の
支
援
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
利
用
者

の
希
望
を
踏
ま
え
、
地
域
の
社
会
資
源
を
活

用
し
、
丁
寧
な
マ
ッ
チ
ン
グ
と
本
人
へ
の
定

着
支
援
と
受
入
れ
先
の
支
援
を
行
う
。
ひ
き

こ
も
り
や
障
が
い
者
手
帳
非
該
当
だ
が
一
般

事
業
所
に
馴
染
め
な
い
方
、
親
・
家
族
に
頼

れ
な
い
若
者
な
ど
、
個
別
の
相
談
や
マ
ッ
チ

ン
グ
は
、
く
ら
し
丸
ご
と
相
談
室
な
ど
で
、

各
相
談
の
伴
奏
型
支
援
を
実
施
す
る
。

答
　
　

プ
ラ
ン
（
改
訂
版
）
に
掲
げ
る
目
標
達

成
に
向
け
て
、
庁
内
組
織
の
行
財
政
構
造
改

革
プ
ラ
ン
推
進
本
部
を
中
心
に
、
行
政
経
営

会
議
等
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
取
組
を
進
め

て
い
く
。
各
取
組
項
目
の
進
捗
管
理
に
つ
い

て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、
進

捗
の
点
検
・
評
価
・
見
直
し
の
他
、
プ
ラ
ン

改
訂
版
の
項
目
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
新

た
な
項
目
の
抽
出
、
時
代
に
即
応
し
た
事
業

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
常
に

私
が
先
頭
に
立
っ
て
取
組
を
進
め
て
参
る
。

答

新
事
業
の
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
支
援
」
で
は
、
福
祉
に
準
ず
る
だ

け
で
な
く
、つ
な
が
り
や
参
加
の
支
援
で
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
（
改
訂
版
）
の
推
進
体
制
と

進
捗
管
理
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方
を
問
う
。

利
用
し
た
い
方
へ
の
丁
寧
な
マ
ッ
チ
ン
グ
や
個
別
の
相
談
な
ど
、
く
ら
し
丸
ご

と
相
談
室
な
ど
で
、
各
相
談
の
伴
奏
型
支
援
を
実
施
す
る
。（
健
康
福
祉
部
長
）

あ
ら
た
な
項
目
の
抽
出
、
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
常

に
私
が
先
頭
に
立
っ
て
取
組
を
進
め
て
参
る
。（
市
長
）

山本　守 角野　信和

重層的支援体制整備事業について 行財政構造改革プランの推進体制と
進捗管理について

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

生
理
用
品
の
無
償
配
布
に
つ
い
て

○�

公
共
施
設
に
つ
い
て

○�

市
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

徴
収
率
の
向
上
策
に
つ
い
て

○�

広
域
連
携
に
つ
い
て

○�

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
の
進
捗

に
つ
い
て
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急
激
に
変
化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る

社
会
に
お
い
て
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
自

ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、

行
動
し
、
よ
り
良
く
問
題
を
解
決
し
て
い
く

資
質
や
能
力
が
、
現
在
社
会
を
生
き
て
い
く

た
め
に
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
道
徳
教
育
を
は
じ
め
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
体

験
活
動
な
ど
、
多
様
な
教
育
に
よ
っ
て
目
に

見
え
な
い
学
力
を
伸
ば
し
、
子
ど
も
た
ち
に

「
生
き
抜
く
力
」
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と

こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

問

　
　

主
な
取
組
と
し
て
、
道
徳
教
育
を
は
じ

め
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
主
権
者
教
育
・
租
税

教
育
・
消
費
者
教
育
・
体
験
活
動
な
ど
、
特

に
力
を
入
れ
て
実
施
し
て
い
る
。
子
ど
も
た

ち
が
将
来
自
立
的
に
生
き
て
い
く
こ
と
に
役

立
つ
学
び
を
重
視
し
、
学
び
に
向
か
う
人
間

性
、
実
社
会
を
生
き
働
く
た
め
の
知
識
や
技

能
及
び
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
、
こ
の
三
つ
の
力
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
み
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち

の
教
育
に
つ
い
て
鋭
意
尽
力
し
て
参
り
た
い
。

答

急
激
に
変
化
し
て
い
る
社
会
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き

抜
く
力
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

子
ど
も
た
ち
が
将
来
自
立
的
に
生
き
て
い
く
学
び
を
重
視
し
、
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
の
力
を
育
む
教
育
に
鋭
意
尽
力
し
て
参
り
た
い
。（
教
育
長
）

畑中　譲

多様な教育カリキュラムについて

　
　

新
生
児
の
聴
覚
障
が
い
は
、
１
０
０
０

人
に
１
～
２
人
の
割
合
で
い
る
と
さ
れ
て
い

る
。
新
生
児
聴
覚
検
査
に
よ
る
早
期
発
見
と

適
切
な
支
援
に
よ
り
影
響
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
近
隣
市

町
で
は
公
費
助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、
阪
南

市
は
で
き
て
い
な
い
。
第
２
期
阪
南
市
総
合

戦
略
、
総
合
計
画
に
お
い
て
、
子
育
て
世
代

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
、
移
住
・
定

住
を
考
え
て
い
る
な
ら
ば
、
公
費
助
成
は
必

要
か
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

問

　
　

新
生
児
期
に
聴
覚
検
査
を
実
施
し
、
聴

覚
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
お
い
て
適
切
な
支

援
を
受
け
る
こ
と
で
言
葉
の
発
達
を
促
す
こ

と
が
で
き
、
保
護
者
に
お
い
て
は
子
ど
も
へ

の
愛
着
形
成
や
育
児
不
安
の
緩
和
な
ど
に
繋

が
る
と
考
え
て
い
る
。
公
費
助
成
に
つ
い
て

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
改
訂
版
の

達
成
状
況
、
そ
の
効
果
額
を
見
極
め
な
が
ら

そ
の
実
施
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
参
り
た

い
。 答

新
生
児
聴
覚
検
査
に
よ
る
聴
覚
障
が
い
の
早
期
発
見
と
適
切
な
支
援
で

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、公
費
助
成
に
つ
い
て
伺
う
。

公
費
助
成
に
つ
い
て
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
行
財
政
構
造

改
革
プ
ラ
ン
の
効
果
額
を
見
極
め
な
が
ら
、実
施
検
討
を
進
め
て
参
る
。（
市
長
）

二神　勝

新生児聴覚検査の公費助成に
ついて

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

教
育
行
政

○�

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

政務活動費の交付実績を、政務活動費の交付実績を、
　阪南市議会ウェブサイトにて公開しています。　阪南市議会ウェブサイトにて公開しています。
　平成28年度交付分より、議員ごとの政務活動費の交付状況及びその
使途、領収書等を公開しており、現在、令和２年度分までを公開してお
ります。
　市議会ウェブサイト、「政務活動費について」よりご覧ください。
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３月１日（火）から３月１日（火）から

　市議会には定例会（３月・６月・９月・12月）
と臨時会（必要の都度）があります。傍聴には難
しい手続きは不要です。本会議当日、議会事務局
の受付で住所、氏名等を記入していただくだけで
自由に傍聴できます。議場の定員は34人です（先
着順・受付開始時間は８時45分から）。また、委
員会室や市役所ロビーでのテレビ中継も行ってい
ます。どうぞお気軽にお越しください。
　また、傍聴された方を対象にアンケートを実施
しておりますので、ご協力をお願いいたします。
　なお、12月定例会の傍聴者数は、延べ29人で
した。
　現在、新型コロナウイルス感染症対策として、
受付時に検温及び手指消毒のご協力をいただいて
おります。

　会議録は、図書館・公民館・情報公開コーナー、
または市議会ウェブサイトで閲覧できます。
　なお、12月定例会の会議録は２月末頃に完成
予定です。

　
　

阪
南
市
で
は
条
例
に
基
づ
い
た
個
人
情

報
の
取
扱
い
は
、
適
正
に
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
市
長
は
本
年
９
月
の
阪
南
市
議
選
挙
、

10
月
の
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て
、
維
新
の
候

補
者
を
応
援
す
る
推
薦
人
と
な
り
、
市
民
に

推
薦
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
た
。
自
民
党
員
で
あ

る
私
や
、
私
の
後
援
会
長
に
誤
送
付
し
た
。

理
解
し
が
た
い
。
住
所
・
名
前
の
入
手
経
路

の
説
明
と
、
誤
送
付
の
謝
罪
は
す
る
の
か
。

　

阪
南
市
長
と
し
て
個
人
情
報
の
取
扱
い
は

慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。市
長
の
見
解
は
。

問

　
　

私
が
市
長
選
挙
初
め
て
の
出
馬
に
あ
た

り
、
私
の
支
持
者
、
応
援
者
の
方
々
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
２
回
の
選
挙
を
と
お
し
て
、
支

持
者
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
広
が

る
こ
と
も
あ
る
。
私
の
支
持
者
、
応
援
者
に

つ
い
て
は
私
が
管
理
し
て
お
り
、
私
が
応
援

す
る
方
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
議
員
の

選
挙
に
関
わ
る
役
員
の
方
に
届
い
た
ハ
ガ
キ

は
、
し
っ
か
り
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
う
。
今
後
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
、
よ
り
注
意
を
払
っ
て
参
り
た
い
。

答

市
長
が
、
本
年
９
月
や
10
月
の
選
挙
で
、
維
新
の
候
補
者
を
応
援
す
る
推
薦
人

に
な
り
、市
民
に
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
た
が
、個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
問
う
。

私
の
支
持
者
、
応
援
者
に
つ
い
て
は
私
が
管
理
し
て
い
る
が
、

今
後
名
簿
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
管
理
し
て
い
き
た
い
。（
市
長
）

見本　栄次

個人情報の管理について

今年度から議会だよりの発行月は今年度から議会だよりの発行月は
　　５月・８月・　　５月・８月・１２１２月月・２月となります。・２月となります。

　これまで、５月・８月・11月・２月の年４回、議会だよりを発行してきましたが、
議会だよりの印刷・配布業務のスケジュール変更に伴い、11月号を12月号として発
行することとなりましたので、お知らせいたします。
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12
月
21
日

次
期
阪
南
市
総
合
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

【
市
か
ら
の
報
告
内
容
】

　

総
合
計
画
と
は
、
将
来
の
阪
南
市
を
ど
の

よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
く
か
を
示
す
、
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。
基
本
理

念
や
将
来
の
都
市
像
、
土
地
利
用
構
想
な
ど

を
定
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
市

が
取
り
組
む
施
策
の
羅
針
盤
で
あ
り
、「
基

本
構
想
」、「
基
本
計
画
」
か
ら
構
成
さ
れ
ま

す
。

　

次
期
計
画
の
基
本
構
想
で
は
、
若
い
世
代

が
定
住
し
、
ま
た
、
多
世
代
に
わ
た
り
愛
着

が
持
て
る
ま
ち
と
し
て
、
生
涯
現
役
で
健
康

に
暮
ら
せ
る
こ
と
や
生
活
の
質
の
向
上
、
新

し
い
価
値
の
創
造
な
ど
に
よ
り
、
持
続
可
能

な
都
市
へ
と
変
化
し
て
い
く
た
め
、
地
域
に

暮
ら
す
人
々
が
未
来
に
向
か
っ
て
「
１
歩
」

踏
み
出
し
、
地
域
の
課
題
解
決
を
図
っ
て
い

く
共
創
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
し

た
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
都
市
像
を
『
共
創
に
よ
る

新
し
い
地
域
価
値
が
創
造
さ
れ
、
誰
も
が
輝

　
　
　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民

と
と
も
に
様
々
な
行
政
以
外
の
方
と
の
協

働
・
共
創
が
必
要
に
な
る
と
思
う
。
当
事
者

の
声
、
関
わ
っ
て
い
る
市
民
の
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
計
画
に

入
れ
て
い
く
か
を
ぜ
ひ
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
計
画
、
実
行
、

評
価
、
改
善
の
頭
文
字
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
サ
イ
ク
ル
を
一
方
向
に
回
し
な
が
ら
業

務
を
行
う
考
え
方
の
こ
と
。

※
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
ル
ー
プ
と
は
、
観
察
、
状
況
判

断
、
意
思
決
定
、
実
行
の
頭
文
字
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
途
中
で
前
の
段

階
に
戻
っ
て
再
開
し
た
り
、
任
意
の
段
階
か

ら
リ
ス
タ
ー
ト
し
た
り
で
き
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
に
比
べ
、
自
由
度
が
高
く
、
変
化
に

対
応
し
や
す
い
。

議
員

け
る
舞
台
都
市
・
阪
南
』
と
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
・
意
見
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
　
　

施
策
展
開
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
※
）
か
ら
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ

ル
ー
プ
（
※
）
に
変
更
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
お
伺
い
す
る
。

政
策
共
創
室
長
実
施
計
画
を
位
置
付
け

な
け
れ
ば
、
施
策
と
し
て
対
応
で
き
な
い
の

で
は
な
く
、
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
一
度
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
し
て
そ
れ
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

な
が
ら
、
施
策
展
開
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
　
　

総
合
計
画
審
議
会
で
様
々
な
意
見
が

出
て
い
た
よ
う
に
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
調

整
さ
れ
て
き
た
の
か
。

政
策
共
創
室
長
９
回
の
審
議
会
で
毎
回
、

前
回
の
意
見
を
振
り
返
り
、
そ
れ
を
反
映
す

る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

　
　
　

基
本
構
想
に
は
、
審
議
会
委
員
の
意

見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
実
施
計

画
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
今
後
、
期
待
は
で

き
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
。

政
策
共
創
室
長
審
議
会
の
最
後
で
も
同

様
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
、
中
期
又

は
後
期
の
計
画
を
立
て
る
時
に
、
で
き
る
だ

け
反
映
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

議
員

議
員

議
員

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
議

の
付
託
案
件
以
外
の
主
な
報
告
事

項
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　本
誌
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
身

近
な
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
、
内
容
や

レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
の
ご
提
言
等
な

ん
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
意
見
・
ご

感
想
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

　

春
寒
の
候
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
市
議
会
で
は
昨
年
の
改
選
を
経
て
新
し
い
構

成
で
初
め
て
の
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
阪
南
市
が
子
育
て
世
代
に
選
ん
で
い

た
だ
け
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
ま
た
、
一
日
も
早

い
財
政
非
常
事
態
宣
言
の
解
除
が
で
き
る
よ
う
、

市
議
会
が
一
致
団
結
し
て
前
向
き
に
進
め
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。
併
せ
て
議
会
改
革
も
精
力
的
に
進

め
、
市
民
皆
様
に
と
っ
て
親
し
み
の
あ
る
議
会
、

傍
聴
し
た
く
な
る
議
会
を
目
指
し
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。	

（
上
甲　

誠
）
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